
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜市では、横浜市指定文化財として「旧日本綿花横浜支店事務所棟」などの４件を、登録地

域文化財として「伝畠山重保墓」の１件を決定しました。なお、今回の指定・登録により、横浜

市指定文化財は１５３件、登録地域文化財は９２件となります。 

 ☆11 月 15 日（金）の告示をもって正式に指定・登録されます☆  

 

 指定/登録 種別 名称及び員数 所在区 

①  

指定 

有形文化財（建造物） 旧日本
きゅうにほん

綿花
めんか

横浜
よこはま

支店
してん

事務所棟
じむしょとう

 一棟 中区 

②  

無形民俗文化財 

鶴見
つるみ

川
がわ

流域
りゅういき

の廻り
まわり

地蔵
じぞう

 
港北区、緑区、

都筑区 

③  下飯田
しもいいだ

の廻り
まわり

地蔵
じぞう

 泉区 

④  史跡 元町
もとまち

貝塚
かいづか

 中区 

⑤  登録 地域史跡 伝畠山
でんはたけやま

重保
しげやす

墓
はか

 金沢区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※写真はデジタルデータの提供が可能です。お問合せ先まで御連絡ください。  裏面あり 

平成 25 年 11 月８日 
教 育 委 員 会 事 務 局 
生 涯 学 習 文 化 財 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

① 旧日本綿花横浜支店事務所棟 

上：外観 、下：玄関廻り 

 
④元町貝塚  

 

⑤伝畠山重保墓 

 

②鶴見川流域の廻り地蔵  ③下飯田の廻り地蔵 

   

 



 

 

平成 25 年度 新指定文化財概要 

 ☆指定文化財は文化財保護審議会で「国・県指定文化財以外の文化財のうち横浜の歴史、文化 

  または自然を理解する上で重要なもの」と判断されたものです。 

１ 旧日本
きゅうにほん

綿花
めんか

横浜
よこはま

支店
してん

事務所棟
じむしょとう

 一棟（建造物）  ≪昭和３年（1928 年）≫ 

  所有者：横浜市  所在地：中区日本大通 34 番地 （旧関東財務局） 

日本綿花は明治 25 年創立の大阪に本社を置く綿花輸入を主たる業務とする商社。大正 7 年、

山下町に横浜出張所を設け翌々年に支店となる。関東大震災で倒壊したものと思われ、場所も移

して新たに建てられたのがこの建物。この時、当該事務所棟とともに倉庫棟も同時に建てられた。

日本大通りの東南隅という横浜の歴史上枢要な位置にあり、この地区でかつて内外の商社による

活発な商業活動が行われていたことを示すよきモニュメントである。特に、倉庫棟を伴った商社

のオフィスビルの戦前の遺構は、ほかに旧・三井物産ビルのみであり、その希少的価値は大きい。 

※なお、倉庫棟は、横浜市都市整備局が所管する「歴史を生かしたまちづくり要綱」に基づい

た「横浜市認定歴史的建造物」に 11 月 8日付けで認定されました。 

２ 鶴見
つるみ

川
がわ

流域
りゅういき

の廻り
まわり

地蔵
じぞう

（無形民俗文化財） 

  保存団体：①白山町廻り地蔵講 ②池辺町薮根廻り地蔵講 ③新羽町三谷戸廻り地蔵講 

廻り地蔵とは、一体の地蔵を順次家から家へと送り、滞在中はその家のみでまつる民俗行事で

ある。鶴見川流域では、かつては多くの地区で行われていたが、現在は上記の三ヵ所が知られて

いる。急速に市街地化が進み、新しい住民が多数を占めるなかで、地域に古くから居住してきた

家々の村落組織を基礎に行われている注目すべき民俗文化財である。 

３ 下飯田
しもいいだ

の廻り
まわり

地蔵
じぞう

（無形民俗文化財） 

  保存団体：下飯田廻り地蔵講 

相模から武蔵にかけてかつて地蔵を順次送って祀る廻り地蔵が行われていたが、旧鎌倉郡の地

域では、泉区下飯田町の廻り地蔵が知られている。下飯田の廻り地蔵は、旧来からの住民組織を

基礎に、家々を鎖状に結んで一体の地蔵を家から家へと送り、各家で祀る。それが総て女性によ

って担われ、運営されている点に大きな特色があり、都市化地域における注目すべき民俗文化財

である。 

４ 元町
もとまち

貝塚
かいづか

（史跡） ≪縄文前期から中期初頭≫ 

所有者：横浜市 所在地：中区山手町 97 番地（アメリカ山公園内）  

   アメリカ山公園の整備の際に発見された、横浜市内では数少ない縄文時代前期から中期初頭の

貝塚。貝層は 10～40ｃｍ程の厚さで、最も厚いところで 150ｃｍある。貝層を構成する貝種は、

二枚貝ではアサリを主体としてハマグリ・オキシジミ等、巻貝ではサルボウ・アカニシなどが検

出されている。貝層内からは、貝とともに縄文土器片、石鏃・打製石斧石器類、骨角器、貝製品、

獣骨、鳥骨、ハクジラ類の骨、魚骨、糞石等が発見されている。 

 

平成 25 年度 新登録地域文化財概要 

 ☆登録地域文化財は「地域の方々が大切に守ってきたもので、地域の歴史を知る上で必要な文化財」 

 と判断されたものです。 

伝畠山
でんはたけやま

重保
しげやす

墓
はか

（地域史跡） ≪南北朝時代≫ 

 所有者：宗教法人 禅林寺  所在地：横浜市金沢区釜利谷南一丁目５番 禅林寺境外墓地 

 鎌倉幕府の有力御家人畠山重忠の子、重保の墓と伝えられ、現在も子孫や地域住民が参加する墓前

祭が行われている。史跡の中心となるのは、安山岩製の五輪塔で総高 107.5 ㎝。地域の伝承を象徴す

るものとして、地域文化財の史跡にふさわしい。 

お問合せ先 

教育委員会事務局 生涯学習文化財課長  石田 英昭  Tel 045-671-3236     


